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　 ３ 月25日から 31日に大阪で開催さ れる 第31回

日本リ ト ルシニア全国選抜野球大会に出場する

八千代中央リ ト ルシニアの皆さ んが、 ２ 月17日

に市長と 教育長へ報告する ため、 市役所を 訪問

し まし た。 主将の千葉皇
お う

毅
ぎ

選手は、「 八千代の看

板を 背負って、 全国大会優勝を目指し て頑張り

ま す」 と 意気込みを話し てく れまし た。

　 ２ 月14日にユアエルム 八千代台店立体駐車場

屋上で「 ダイ ヤモン ド 富士でバレ ンタ イ ン」 イ

ベント が開催さ れま し た。

　 当日は晴天に恵ま れたも のの、 日中は霞んで

富士山は見えま せんでし たが、 夕日が山頂に近

づく につれ、 稜線のシルエッ ト が浮かび上がり 、

ついにダイ ヤモンド 富士が現れまし た。 イ ベント

開始以来初の観測に会場に集まった約500人の観衆

から は大き な歓声が上がり まし た。
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2 0 5 0 ゼロ カーボン・ ヤチヨ ・ シンポジウ ムが開催さ れま し た

　 ２ 月14日から 16日にアゼルバイ ジャ ン で開

催さ れた柔道グラ ンド ス ラ ム・ バク ー大会に、

本市出身で柔道女子48kg 級の角田夏実選手

が出場し ま し た。

　 パリ オリ ンピ ッ ク 以来、 初の実戦と なっ た

今大会。 ケガの影響で不安の残る 中、「 ずっ

と 夢見ていた」 と いう オリ ンピ ッ ク 金メ ダリ

ス ト のみ着用が認めら れる ゴールド ゼッ ケン

を背に見事優勝を 果たし ま し た。

　 ２ 月８ 日にセント ラ ルス ポーツ 生涯学習

プラ ザで、 2050ゼロ カーボン ・ ヤチヨ ・ シ

ンポジウ ムが開催さ れ、 地域脱炭素に関心

がある 市民64人が参加し ま し た。

　 本市は、 2020年12月に脱炭素社会への取

り 組みを 通じ て地球温暖化に向き 合う 姿勢

を示すため、2050年までに二酸化炭素の排出

量実質ゼロ を目指すゼロ カーボンシティ を

宣言し 、再生可能エネルギーの導入や省エ

ネルギーの推進などに取り 組んでいます。

　 シンポジウ ム では、 環境エネルギー政策

研究所主席研究員の松原弘直氏によ る 「 ゼ

ロ カーボンシティ 実現に向けた地域の課題

と 展望」 に関する 基調講演のほか、 企業・

団体・ 自治体での脱炭素など に向けた事例

発表が行われま し た。

　 パネルディ ス カッ ショ ンでは、 市内で作

っ たエネルギーを市内の事業者が使う 地産

地消の仕組みづく り や行政・ 事業者・ 市民

が集ま り 地域脱炭素を 話し 合う 場を設ける

こ と が必要ではないかと の提案が行われる

など 、 なごやかな雰囲気の中、 情報を 共有

する こ と ができ ま し た。
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句

■網戸の張替え講習会 60歳以上の市内在住の人対

象。 定員３ 人。 ３ 月21日㈮午前９ 時30分～ 11時30分。

福祉センタ ー５ 階作業室。 申し 込みは３ 月18日㈫まで

に八千代市シルバー人材センター 484-4680へ

■７ 年度前期技能検定　 ▶ 等級　 １ 級、２ 級、３ 級（ 一

部職種）、 単一等級　 ▶ 職種　 園芸装飾、 金属プレス

加工など40職種70作業　 ▶ 受付期間　 ４ 月７ 日㈪～18

日㈮　 ▶ 問い合わせ　 千葉県職業能力開発協会 043-

296-1150か同協会ホームページへ

八千代中央リト ルシニアが

全国大会に出場し ま す 

ダイ ヤモンド 富士観測

▲パネルディ ス カッ ショ ン 参加者紹介の様子

▲表彰台での角田選手

●精神障害者家族 対話の集い　 精神障害者を

身内に持つ家族が、 悩みや心配ごと などについ

て話し 合う 「 対話の集い」 を開催し ます。 ３ 月

27日㈭午後１ 時30分～４ 時、プラ ッ ツ習志野（ 習

志野中央公民館） 北館集会室１ 。 申し 込みは、

電話またはファ ク スで習志野八千代心の健康を

守る会・ 渡邊 6 453-6760へ

●県指定文化財「 木造釈迦如来立像」 指定65周

年記念行事　 正覚院の木造釈迦如来立像が昭和

35年に県指定文化財に指定さ れてから 65周年を

迎える に当たり 、 花祭り の御開帳に合わせて記

念行事を開催し ます。 ４ 月６ 日㈰午前９ 時～午

後５ 時、 正覚院。 問い合わせは、 正覚院花祭り

実行委員会・ 川嶋 090-1125-4084へ

●囲碁初心者講習会・ 全８ 回　 初歩から 勝ち負

けまで教えます。 男女問わず、 幼稚園児から 高

齢者まで対象。 ４ 月６ 日㈰～５ 月25日㈰まで毎

週日曜日午前10時～正午。 勝田台囲碁ク ラ ブ。

資料代1,000円。 申し 込みは、 ３ 月29日㈯までに

勝田台囲碁振興会・ 野原 484-5855へ（ 午後１

時～５ 時）　

●ワ イ ワイ みんなの歌会　 みなさ んから のリ ク

エスト でワ イ ワ イ 楽し く 童謡・ 唱歌・ 昭和歌謡

曲をたく さ ん歌います。 ハンド ベルも やり ます。

４ 月13日㈰午後２ 時～４ 時30分。 八千代台文化

センタ ーホール。 ワ イ ワイ 音絵体ク ラ ブ・ 加藤

6 482-5228

●伝統文化親子いけばな教室・ 全20回　 いけば

なの指導・ 実技。 幼稚園児から 中学３ 年生対象、

先着10人。 保護者も 参加可。 ４ 月26日～８ 年１

月24日の第２ ・ ４ 土曜日。 栄町公会堂。 花代１

回800円。 申し 込みは、 ４ 月５ 日㈯までに八千代

伝統文化親子教室実行委員会・ 鈴木 080-1125-

0529へ

ミ ニ・ ガイ ド

角田夏実選手が柔道グラ ンド ス ラ ム・

バク ー大会で優勝し ま し た

◀
八
千
代
中
央
リ
ト
ル
シ

ニ
ア
の
皆
さ
ん

▲ 富士山の頂上に夕日が沈み、ダイ ヤモン ド 富士が観測でき ま し た
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